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第３回 BIM/CIM推進委員会での関連意見（1/2）
関 連 意 見 対 応 案

図
面
修
正

３次元情報の照査の条件。意図を伝達することが大事。図面修正に
コンサルが苦労しており、時間短縮に効果がある。今後の課題とし
て認識して欲しい。

施工段階で必要となる設計段階の情報について、
現在活用促進WGにおいて検討を進めておりま
す。
この検討結果を踏まえ、3次元モデルとしての納
品要件を定めてまいります。
⇒【資料4-1】3次元モデル成果物作成要領（案）

属
性
情
報

BIM/CIMモデルの属性情報として、材料の規格も記載した方が良い。
BIM/CIMモデルとしての納品要件を定める上で
考慮いたします。
⇒【資料4-1】3次元モデル成果物作成要領（案）

点
群
デ
ー
タ

点群データは、BIM/CIMデータか。点群データそのものが設計デー
タとなり施工まで一部出来るようになっている。点群データをどう扱う
か、今後、検討して欲しい。

3次元測量データを後工程で利活用できるよう、
国土地理院において測量3次元データの取得、
作業工程等に関する基準要領等の作成を進め
ております。
この検討結果を踏まえ、設計における3次元測量
データの活用を進めてまいります。
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第３回 BIM/CIM推進委員会での関連意見（2/2）
関 連 意 見 対 応 案

長
物
で
の
利
用

河川・道路のような長物でのBIM/CIMの利用では、維持
管理の３次元データがどのような物が必要か並行して勉
強する必要がある。例えば河川整備計画を３次元で行え
ば維持管理に繋がっていく。

維持管理において３次元データをどのように活用
するのかを明確にする必要があると考えておりま
す。国交省内において活用できる方策等について
検討を進めてまいります。

工
事
区
間
以
外
を
含
め
た

モ
デ
ル
の
利
活
用

道路・河川は線形構造物として非常に長い。工事実施区
間しかモデルがないので、全体計画の場合は２次元にな
る。LODを考えた場合、CIMの工事区間はLODが高くな
るが、工事がない区間も含め、３次元データがあって、
計画に使えるようにする考えはないか。

工事実施区間以外において３次元データを何に活
用するのかを明確化することが必要と考えており
ます。国交省内において活用できる方策等につい
て検討を進めてまいります。

モ
デ
ル
の
利
活
用

①３Dモデルを基に不定流計算などをリアルタイムに行
うような使い方はどうか。

②施工でモジュール化したもの取り入れる動きがある。
BIM/CIMでも取り入れてはどうか。

①３Dモデルを用いた高度な解析等について、今後
の活用事例等を踏まえ、良い事例がありましたら
ご報告いたします。

②現状ではソフトウェア間の互換性が確保されて
いないため、モジュール化されたオブジェクトが
後工程で有効活用されないおそれがあります。ま
ずはソフトウェア間の互換性の課題解決に向けて
優先的に検討を進め、並行してオブジェクトの検
討を進めてまいります。
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令和２年度のBIM/CIM実施方針、件数の推移

＜令和２年度実施方針＞
大規模構造物予備設計からBIM/CIMを適用
前工程で作成した３次元データの成果品がある業務・工事についてBIM/CIMを適用
大規模構造物については、概略設計においてもBIM/CIMの導入を積極的に推進
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令和２年度 ＢＩＭ/ＣＩＭ推進委員会の体制について

令和２年度における検討にあたっては、令和元年度に設置したWGを引き続き継続し、BIM/CIMを活
用した建設生産・管理システムの品質確保、受発注者双方の生産性向上に向けた議論を推進する。

具体的な施策の検討にあたってはＷＧにおいて議論するとともに、相互に連携をはかる。

土木学会

技術検討成果の連携・共有

BIM/CIM人材の
教育支援

ICT導入
協議会

ガイドライン、要領基準類の整備、改定

Ⅰ 基準要領等検討WG

・実務者レベルでの委員会・
WGの円滑な運営支援
・データ利活用の検討

幹事会

Ⅱ 実施体制検討WG

効率的な活用に向けた実施体制の検討

標準化委員会
（JACIC)

標準化、BIM/CIM
全体像の検討共有

bSJ buildingSMART International国際土木委員会

Ⅲ 国際標準対応WG

国際標準を踏まえた標準化の検討 実務者におけるBIM/CIMの課題克服

Ⅳ 活用促進WG

ＢＩＭ/ＣＩＭ推進委員会

■役割 建設生産プロセス全体への3次元データ等の利活用の推進及び
普及に関する目標や方針の検討、具体的な方策の意思決定

■体制 官：国土交通省（主務：技術調査課）等、学：学識者、土木学会等、
産：建設業、建設関連業、ソフトウェアベンダー団体等

国際標準化への対応連携

連携

各地方整備局等

実施状況の共有、結果の分析

実施体制の改善検討

※ BIM/CIMとは、Society5.0における新たな社会資本整備を見据え、建設生産・管理システムにおいて3次元モデルを導入し、事業全体で情報を共有することにより一連の建設生産・管理システムの効率化・高度化を図ることをいう。

建築BIM活用に向けた市場環境の整備

Ⅴ 建築分野における検討WG
（建築BIM推進会議）
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・ BIM/CIMのデータ仕様等について、実施結果を踏まえて標準化を図る。
・ また、規格・技術及び提言等を一元管理し、BIM/CIMに関する協調領域の拡大を図る。

各検討項目のロードマップ案 （1/4） 規格・技術の統一化

基準
実施

基準

基準

基準
国際

国際

基準
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・ BIM/CIMの段階的な運用拡大に向け、現時点での普及程度を踏まえた上で、国土交通省とし
て示すべき方針及び課題解決を適宜推進する。

各検討項目のロードマップ案（2/4） 適用事業の拡大

基準
実施

基準

実施

実施

実施
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・ BIM/CIMの活用による建設生産・管理システム全体の効率化・高度化を目指す。
・ 併せて、成果品の二次利用等、建設生産・管理システムの枠を超えた活用を目指す。

各検討項目のロードマップ案 （3/4） 高度利活用

実施
活用

活用

国際

基準

実施



第４回 BIM/CIM推進委員会
資料２ R02.09.01

・ BIM/CIMの普及に向けて、受発注者のBIM/CIM実施体制等を整備する。
・ モデル作成の効率化のために必要な措置について検討し、適宜実装を推進する。

各検討項目のロードマップ案 （4/4） 普及促進

実施

実施

実施

活用

活用

活用
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『３次元情報活用モデル事業』におけるBIM/CIMの高度利活用

小禄道路

一般国道５号 倶知安余市道路

鳴瀬川総合開発事業

・中部横断自動車道
・新山梨環状道路

大河津分水路改修事業

国道２号大樋橋西高架橋

・円山川中郷遊水地整備事業
・北近畿豊岡自動車道 豊岡道路

新丸山ダム建設事業

松山外環状道路インター東線

立野ダム本体建設事業

モデル事務所

事業段階 ３次元情報活用モデル事業 i-Constructionモデル事務所

維持管理 中部横断自動車道 甲府河川国道事務所 【関東】

施工 一般国道５号 倶知安余市道路 小樽開発建設部 【北海道】

施工 大河津分水路改修事業 信濃川河川事務所 【北陸】

施工 円山川中郷遊水地整備事業 豊岡河川国道事務所 【近畿】

施工 北近畿豊岡自動車道 豊岡道路 豊岡河川国道事務所 【近畿】

施工 国道２号大樋橋西高架橋 岡山国道事務所 【中国】

施工 立野ダム本体建設事業 立野ダム工事事務所 【九州】

施工 新丸山ダム建設事業 新丸山ダム工事事務所 【中部】

施工 小禄道路 南部国道事務所 【沖縄】

予備・詳細設計 新山梨環状道路 甲府河川国道事務所 【関東】

予備設計 鳴瀬川総合開発事業 鳴瀬川総合開発工事事務所 【東北】

予備設計 松山外環状道路インター東線 松山河川国道事務所 【四国】

※ 一部開通済、
2021年全線開通予定
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モデル事務所における主たる検討事項

地整等 事業名 検討事項 学識経験者等

関東 中部横断自動車道 １．３次元を活用した維持管理の検討
２．維持管理を見据えたBIM/CIMの検討

小澤教授
（東京大学）

北海道 一般国道 ５号
倶知安余市道路

１．施工管理でのBIM/CIMの活用検討
２．維持管理を見据えたBIM/CIM活用の検討

髙野教授
（北海道大学）

北陸 大河津分水路改修事業 １．監督・検査でのBIM/CIMの活用検討
２．統合CIMモデル活用のフォローアップ

小林特任教授
（熊本大学）

近畿
円山川中郷遊水池整備事業 １．３次元データを契約図書とする工事に向けての検討

２．「段階モデル確認書」活用に向けての検討
大西名誉教授
（京都大学）北近畿豊岡自動車道豊岡道路

中国 国道２号
大樋橋西高架橋 １．調査・設計から施工や維持管理に活用できるBIM/CIMの検討 小澤教授

（東京大学）

九州 立野ダム
本体建設事業

１．細かい施工ステップの検討
２．監督・検査でのBIM/CIMの活用検討
３．維持管理を見据えたBIM/CIM活用の検討

小林特任教授
（熊本大学）

中部 新丸山ダム建設事業 １．業務プロセスの改善の検討 秀島教授
（名古屋工業大学）

沖縄 小禄道路 １．CIMモデルにおける統合管理のやり方の検討 神谷准教授
（琉球大学）

関東 新山梨環状道路 １．「段階モデル確認書」活用の検討
２．予備設計から詳細設計へのデータ引渡しに関する検討

小澤教授
（東京大学）

東北 鳴瀬川総合開発事業 １．測量業務、地質業務でBIM/CIM活用検討 蒔苗教授
（宮城大学）

四国 松山外環状道路インター東線 １．測量業務、地質業務、調査・設計業務でBIM/CIM活用検討 中畑教授
（愛媛大学）


